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敦賀発電所２号機での使用済燃料移送作業中における 

保安規定違反事象（改善指示）について 
 
 敦賀発電所２号機（加圧水型軽水炉：定格電気出力１１６万キロワット）は第１６回定期

検査中のところ、平成２０年３月２９日より敦賀１号機の使用済燃料を２号機に輸送する作

業を実施しておりましたが、５月１２日、６月分の定期試験計画の策定にあたり保安規定で

定める要求事項についての確認作業を行っていたところ、２号機使用済燃料ピットでの使用

済燃料移送中に要求される、運転上の制限の一部が遵守されずに作業が行われていた可能性

があることが確認されたため、移送作業を中断しました。 
 
 保安規定では、使用済燃料移送作業中に係る、運転上の制限として、燃料取扱棟空気浄化

系２系統が健全であること、中央制御室非常用循環系２系統が健全であること、非常用ディ

ーゼル発電機１基以上が健全であること等を全て満足した状態で作業を行うよう定めていま

すが、保安規定に運転上の制限が導入された平成１３年１月６日から現在までに実施した２

号機使用済燃料ピットでの使用済燃料の移送作業について、保安規定の遵守状況を点検した

結果、今定期検査中に実施した移送作業（平成１９年１２月２６日～平成２０年２月１５日、

及び平成２０年４月１６日～平成２０年５月１日）の期間において、保安規定第１３９条（デ

ィーゼル発電機）に定める、「ディーゼル発電機１基以上が動作可能であること」を満足して

おらず、その際に要求される「速やかに動作不能となっているディーゼル発電機の少なくと

も１基を動作可能な状態に復旧する措置」をとらずに作業が行われていたことを５月１５日

確認しました。 
 本事象は、既に実施された構内輸送作業の中で発生した事象であり、現在の発電所の安全

上の問題はありません。 
  
 なお、本件について、本日、当社は、原子力安全・保安院より、本件が保安規定に違反し

ていると判断され、改善指示文書を受領いたしました。 
 この改善指示に基づき、原因及び再発防止対策について取りまとめの上、本年、６月１６

日までに原子力安全・保安院に報告いたします。 
 
添付資料 
１．敦賀発電所原子炉施設保安規定（抜粋） 
２．使用済燃料移送作業概要図 
３．経済産業省原子力安全・保安院からの当社への保安規定違反対応指示文書 

以 上 
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敦賀発電所原子炉施設保安規定（抜粋） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ディーゼル発電機－モード５，６及び照射済燃料移動中－） 
第１３９条 モード５，６及び照射済燃料移動中において，ディーゼル発電機は，表１３９－

１で定める事項を運転上の制限とする。 
２．ディーゼル発電機が第１項で定める運転上の制限を満足していることを確認するため，次

号を実施する。 
 (1) 発電長(２号炉担当）は，モード５，６及び照射済燃料移動中において，１ヶ月に１回，

所要の非常用高圧母線に接続するディーゼル発電機のうち１基以上について以下の事項を
実施する。 
ｲ. ディーゼル発電機を待機状態から始動し，無負荷運転時の電圧が 6,900±345 V 及び周
波数が 60±3 Hz であることを確認する。 

ﾛ.燃料油サービスタンク貯油量を確認する。 
３．発電長(２号炉担当）は，ディーゼル発電機が第１項で定める運転上の制限を満足してい

ないと判断した場合，表１３９－３の措置を講じるとともに，安全管理グループマネージャ
ーによる照射済燃料の移動を中止する必要がある場合は，安全管理グループマネージャーに
通知する。通知を受けた安全管理グループマネージャーは，同表の措置を講じる。 
 

 表１３９－１ 

項 目 運転上の制限 

ディーゼル発電機 

(1)所要の非常用高圧母線に接続するディーゼル発電機の
うち１基以上が動作可能であること※１ 

(2)(1)のディーゼル発電機に対応する燃料油サービスタン
クの貯油量が表１３９－２に定める制限値内にあるこ
と※２ 

 
※１：予備潤滑運転（ターニング，エアラン）を行う場合，運転上の制限を適用しない。 
※ ２：ディーゼル発電機が運転中及び運転終了後の２４時間は，運転上の制限を適用しない。
 
表１３９－２ 

項 目 制 限 値 

燃料油サービスタンク貯油量 
（保有油量） 

1,118 L 以上 

表１３９－３ 

条 件 要求される措置 完了時間 

A. 全てのディーゼル発電
機が動作不能※３である
場合 

A.1 発電長（２号炉担当）及び安全管理グルー
プマネージャーは，照射済燃料の移動を中
止する※４。 

及び 
A.2 発電長（２号炉担当）は，１次冷却材中の

ほう素濃度が低下する操作を全て停止す
る。 

及び 
A.3 発電長（２号炉担当）は，動作不能となっ

ているディーゼル発電機の少なくとも１
基を動作可能な状態に復旧する措置を開
始する。 

速やかに 
 
 
速やかに 
 
 
 
速やかに 

 
※３：燃料油サービスタンクの貯油量（保有油量）が制限値を満足していない場合を含む。 
※４：移動中の燃料を所定の位置に移動することを妨げるものではない。 



 

燃料取扱棟 
空調系（ﾌｧﾝ） 

使用済燃料のキャスク

からの取出作業 

燃料取扱棟

使用済燃料キャスク 

使用済燃料
中央制御室 

中央制御室 
空調系（ﾌｧﾝ）

屋外より取入

燃料が落下し破損により

環境に放出された放射性

物質が中央制御室に入る

のを防止している。 

フ
ィ
ル
タ

フ
ィ
ル
タ

燃料が落下し破損した場合に放

射性物質が環境に放出されるの

を防止している。 
但し、十分な冷却及び減衰された

燃料を扱う場合は要求されてい

ない。

■今回の保安規定違反は 
①非常用ディーゼル発電機の健全性を確認するための定期試験を 
 実施せずに、燃料移送作業を実施したこと。 
②速やかに動作不能となっているデイーゼル発電機の少なくとも

１基を動作可能な状態に復旧する措置を開始しなかったこと。 
 によるもの。 

使用済燃料ピット

発
電
機

ディーゼルエンジン 

非常用ディーゼル発電機 

燃料取扱棟空調系（ﾌｧﾝ）および

中央制御室空調系（ﾌｧﾝ）に供

給する電源が無くなった場合に

電源を供給する。

使用済燃料移送作業 概要図 
添付資料２ 

排気筒






